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ワムシの乾燥死に友ぽナ乾燥速度の影響（第2報）
Influen6e of出eevaporation veloci古yonもhed部iccationdeath of 

the Ro七ifer，くII) (WiもhEnglish r~ume, p.35）・

梅津俊

Shun-ichi Umezawa 

北海道大串理事部動物事教室

ま君がき JTムシの耐乾性については，古〈から注目されてきたが， 乾繰K際してJIムシの体から水が奪わ

れる乙わ乾燥速度が速い時には主としてその様域的障害をうけて乾燥死が起きるととな ＞！ (Jacobι1909) 

が明らかにされているだけで，耐乾性の議構に闘ずる根本的なと左は金〈わからない紙態でるる。梅揮（1948,

1949 a ）は， との機構を明らかにする目的で先づ耐乾性に闘して乾爆速度の影響をとりあげて定量的にしらぺ

た結果， Jacobsの設を支持するとともに，更に乾燥死が起きた個体から失われる水の量は乾燥速度の大小に

関係な〈殆ど等ししそれ故i 一定買の水が奪われると乾燥死が起き苔のであろうと考えた。その後の賞験で

一？の新？とな4~・賓がわかったのでこ｝，. re報告ナる。

この研究を行うに常り御指導を頂いた青木廉教授弛r;;に常に御鞭韓下された犬飼哲夫教授に感謝の意を捧げ

たい。

材料および方法則いたYムシはヒルガタ JTムシ濁の Pbilodinaroseolaで1943年朝比奈， 1947,1948年

梅津が北大構内の池で採集し引続いて飼育中むもので，大u、さり一定の個体を選んだ。乾燥に入る直前にPム

yは牧縮してピ戸ノレ樽を横にした形になるが， 2受験には， 凡そその時の長経140/1，短経80/1の個体Dみを用
いた。 Yムシの飼育中の生態については，朝比奈〈印刷中〉，梅津〈印刷中） CV報告を参照されたい。 "JIムシの乾

燥開始動主終末動をはっきりするために荷潔なスライドグラスで乾燥した。 先づYムシを i匹スライドグラス

に移して一定量の水く0.00006cc）をあたえ乾燥を始める。 ζ の一定量の水が乾〈のに要した時間を測定して比

較乾燥速度とする。ついで所定の時間乾操した後，水に戻し，運動を始めた例体および内部器官に活動の現れ

た個体を蘇生したものとタu定しzて蘇生卒を算出した。装置および方法につャては別稿（印刷中J を参照された
ν、。

結 果

比絞i感度を
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第1＆巻第1-2競 札幌博物事省報 1949年 7月

あり，蘇生率50%を示す時聞は比較潟度32%では 8分，日必では45分， 89%では70分でめる。

との様K，比較温度が低い程，乾燥死が速く起きている。そじて何れの場合も乾燥時間が長く

怠るにつれて蘇生率は低下・している。

一定僚件の下~~けるJk v' ， 蒸持速度と時間との関係 ‘

とむ賓験結果を考えるにあたワて，清潔なス？イ Kグラス商で乾燥されたワムシの休内から

の水分蒸議速度は，同じ僚件の下でスライドグラスから蒸後ナる自由水の蒸護速度に等しいと

椴定した。叉，自由面から水が蒸獲する割合は密集の飽和差に比例するものである。第1表は

各乾燥僚件に於ける飽和差をと示したものであり，第2表は一定量の水くQ.00006cc，が蒸愛する

のに要した時間の測定値および温度33cc比較濃度32%に於て，同じ量の水が蒸裂するの陀要し

た時間（60秒）を基準として，第1表の飽和差によって算出した計算値を示したものであるo 多

少喰遣いが見られるのは一定量θ水を輿える時の技術的c誤差お主び乾燥僚件が理論的に一定

でたいととによるもむと思われる。

第 2義一定量の水（6x 1Q-5cc）の蒸費時間
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80 
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温 度｜比較濃度｜測定値 計算値

13。c 13。c 32% 240sec. 220sec. 

5.39 ラ4

80 

330 

490 

286 

684 
、

2.2~ 

氷＊

させ第2表に示された測定値比主って蒸稜速度kの値を定めたー前に迷ぺた俄定によって，

乙の kの値からワムシの相鈎的水分蒸後最を蘇生率50%を示す乾燥時間島よび乾燥致死限界時

間について示したのが第3表でるる。

第 3，表 Yムシの体かるの柑劉的水分蒸獲量

13。c

比較漏度

32% 

54 

80 

蘇生率50泌を示す乾燥時問。値

0.0234 ( gr./cm2/sec.) 

0.2430 

乾燥致死限界時間の値

0.2ラ2
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就に述ぺた様に梅津（194~11）は，乾燥死をおとした「ワムシつから失bれる水の量は乾燥速

度に闘係えにく殆ど等しいととから？｝定量の水がjたわれるととが死をひき起？とす原因であろう

と報告した9 さて本賓験の結果，第3表に示してある様に蘇生率50%0ときの乾燥時間に於け

る相封的水分蒸護量お工ぴ乾燥致死限界時聞に於ける相鈎的水分蒸護量は，比較漏度32%の場

合K比ペて， 54 予~ja- よび80%の場合には著しく増大していることから，乾燥速度が非常に遅く

なると何等か生理的の抵抗性を増して乾燥致死限許股水量が増大するのであると思われる。即

ち，乾燥速度が非常に遅くたると失われるフkの量が多くとも蘇生できるのでわ泣かろうかo叉

一方，比較湯度弘刈80%との雨者では，その相宇的水分蒸愛量は殆ど等しい値を示していて，

との黙では一定量の水が失われるととが死の原因と考えられる。とにかく乾燥速度が非常に遅

いと云うととは生理的に［耐乾性を；増すーっの僚件であると考えればー膝の解燃は可能で・ある．

料 k＝志川滴の牛控， to:7J<滴の蒸議時間〉である知cm-2. sec -1 ). 

'.34 



Vol. 18, Pt. 1-2 Ti;ans. Sapporo Nat. Hist. Soc. ・ Julyl 1949 

むすび

1.、大いさ一定の Phllod1'nct roseolαを用いて乾燥死におよぽす乾燥速度の影響を定量的に

しらベた。 － － 

2. 乾燥に上る死は動物体から致死限界量の水が奪われるために起きると思われる a

3・ 乾燥速度が非常に速い場合には生理的の抵抗性が増して，その結果，乾燥致死事界脱水量

が増加するθではえにいかと考える．

文 ． 献

朝比奈英三 ヒノレヵ・タ Yムシのー樟 Philodinaroseolaの生態調娯．〈生理生態，印刷中〉．

梅津 俊一 1948. Yムシの耐乾性に闘する賃験．く要旨〉〈動雑 58:No.3,4,5 P. 72.) 

1949a. Yムνの乾燥死に及ぼナ乾燥速度の彫響．（要旨〉（動雑 58:No6,P.84)

Yムシの飼育と生態にワいて． 〈印制中〉．

Hickernell, L. M. 1914. A study of desiccation in the Rotifer .Philodina ・ roseola, 

with special reference to cytological changes accompanying desiccation. Biol. 

Bul I. 32; 344・398.

Huds<?n, C. T. & P. a:. Gosse 1889. The Rotifera Vol. 2. 
Jacobs, M. H. 1909. The effect of desiccation on the Rotifer. J. exp. zool. 6: 207・262.

I I 
Resume 

Influence of the evn.p例 tion velociもyon出ede:ii cc::tti on dep,th of也eRoti.fer Pliilodinα 

'toseola, w栂 qun.nti色ativelyexamined. Animals, being nlmost e:jual in size, were d朗iccated one 

by one on. slide-gb.闘 under七hedifferent drying condi七ions.、
R四叫もsobtained are as follows: the i吋uriouseffect of desiccation seemsもobe due 旬色hele闘

of wnt町 fromthe nni.mal日beyo!ld出efatal limiting vnlue.-When the desiccation was performed 

under the .. slower evaporation veloci主y, however, the h机llimiting value ofゆeloss of wa旬rgr-

en.tly increases色hanunderもhe弘前er:

， 
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